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八
木
議
員

　

地
元
の
小
型
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
営
業
休
止
か
ら
6
か
月
以
上
経

過
し
た
が
、
事
業
者
と
の
相
談
や

話
し
合
い
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
て
、

代
替
交
通
や
地
域
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
・
支

援
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

町
長

①
条
件
設
定
や
採
択
基
準
を
含
め

町
で
は
、
深
浦
地
区
の
小
型
タ
ク

シ
ー
事
業
者
が
３
月
に
廃
業
し
た

と
認
識
し
て
い
る
が
、
事
業
者
か

ら
の
相
談
や
話
し
合
い
は
な
か
っ

た
。
代
替
手
段
と
し
て
、
岩
崎
地

区
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
協
議
を

行
っ
た
が
、
現
在
の
運
行
許
可
は

岩
崎
地
区
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

深
浦
地
区
で
の
運
行
は
困
難
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
事
業
者

に
は
深
浦
地
区
へ
の
運
行
拡
大
の

意
向
が
あ
り
、
運
輸
局
の
許
可
取

得
に
向
け
て
確
認
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
運
転
手
や
車
両
の
確
保

も
含
め
、
公
共
交
通
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

問答

『
施
設
整
備
は
町
全
体
の

視
点
で
議
論
必
要
』

　

八
木
議
員

　

活
気
を
失
っ
た
浜
町
商
店
街
の

再
生
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
小
規
模
な
軽
食

や
休
憩
所
を
備
え
た
人
工
ラ
ジ
ウ

ム
温
泉
施
設
の
整
備
を
提
案
し
た

い
。

浜
町
商
店
街
再
生

浜
町
商
店
街
の
再
生
へ

　

軽
食
・
休
憩
所
付
き

　
　

人
工
温
泉
を
提
案

問

　

町
長

　

浜
町
の
街
並
み
は
北
前
船
寄
港

地
の
風
情
を
残
す
貴
重
な
景
観
で

あ
り
、
活
気
の
低
下
は
非
常
に
残

念
。
私
自
身
も
そ
の
思
い
か
ら
、

就
任
前
に
リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
、
人
の
流
れ

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
令

和
6
年
度
の
空
き
店
舗
率
は
38
％

で
、
令
和
3
年
度
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
。
現
在
の
支
援
策
と
し
て

創
業
支
援
事
業
補
助
金
が
あ
る
が
、

施
設
整
備
や
商
店
街
再
編
の
よ
う

な
大
規
模
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
町
全
体
の
施
設
配
置
を
俯※

瞰

的
に
見
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

※
俯
瞰
的
…
物
事
を
高
い
位
置
か
ら
見
下
ろ
す

よ
う
に
、
全
体
を
広
い
視
野
で
捉
え
る
こ
と

答

問
答

小型タクシー休止６か月
地域の移動手段どう確保

小型タクシー休止

代替確保へ運行拡大を協議中

八
や ぎ

木　　史
ふみと

議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

検討・検討では
前に進まない。

もっとスピード感を！

▲浜町商店街
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『
水
道
料
減
免
は
見
送
り
商

品
券
で
対
応
』

　

八
木
議
員

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
町
民
生

活
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
町

長
は
就
任
時
、
「
町
民
第
一
」
の

姿
勢
を
示
し
て
い
た
が
、
水
道
基

本
料
の
減
免
や
町
民
一
人
5
千
円

の
商
品
券
支
給
と
い
っ
た
支
援
策

を
講
じ
る
考
え
は
あ
る
か
。

物
価
高
騰
生
活
支
援

物
価
高
騰
で

　

町
民
生
活
逼
迫
、

　
　
　

支
援
策
を
問
う

問

　

町
長

　

物
価
高
騰
の
長
期
化
は
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要

課
題
で
あ
り
、
国
は
各
種
支
援
策

を
実
施
し
て
き
た
。
当
町
で
も

国
・
県
の
交
付
金
を
活
用
し
、
支

援
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
水
道

料
金
基
本
料
の
減
免
は
、
一
時
検

討
し
た
が
不
公
平
感
や
事
務
負
担

の
課
題
か
ら
見
送
り
、
商
品
券
支

給
に
効
果
を
持
た
せ
た
。
今
後
も

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
対
応
を
検

討
す
る
。

答

『「
種
蒔
き
」の
具
体
化
進
む

給
食
費
無
償
化
や
施
設
活
用

見
直
し
も
検
討
中
』

　

八
木
議
員

　

今
年
は
「
種
蒔
き
の
年
」
と
の

考
え
の
も
と
、
町
長
が
示
す
各
産

業
へ
の
具
体
的
な
取
組
例
は
何
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
の
か
。

　

町
長

就
任
か
ら
約
５
か
月
、
公
約
と

令
和
７
年
度
予
算
と
の
関
連
を
見

極
め
つ
つ
、
一
歩
ず
つ
施
策
を
進

め
て
い
る
。
「
種
蒔
き
」
と
は
、

職
員
と
の
対
話
を
通
じ
た
意
識
共

有
や
信
頼
構
築
で
あ
り
、
支
援
制

度
の
周
知
や
「
書
か
な
い
窓
口
」

導
入
の
意
識
改
革
、
庁
舎
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
検
討
な
ど
が
成
果
と

し
て
現
れ
て
い
る
。
保
育
園
給
食

費
無
償
化
や
多
世
代
交
流
促
進
エ

リ
ア
の
構
想
、
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
の

活
用
再
検
討
も
進
行
中
。
プ
ロ
ジ

「
種
蒔
き
の
年
」
産
業
別
取
組

「
種
蒔
き
の
年
」に
注
目

産
業
ご
と
の
取
組
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を

問
う

問答

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
現
時
点
で
未
設

置
だ
が
、
機
構
改
革
や
各
施
設
の

利
活
用
を
視
野
に
今
後
立
ち
上
げ

を
検
討
す
る
。

『
大
学
生
へ
の
米
支
援
は
意

義
深
く
、国
の
動
向
見
極
め

対
応
』

物
価
高
騰

学
生
に
町
産
米
支
援
提
案

物
価
高
騰
で
学
生
支
援

を
提
案

町
産
米
10
キ
ロ
贈
呈
を

町
長
に
問
う

わが町のここが聞きたい

　

八
木
議
員

　

物
価
高
騰
が
大
学
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
中
、
前
回
提
案

し
た
大
学
生
等
へ
の
特
産
品
支
援

に
加
え
、
緊
急
策
と
し
て
町
産
米

10
キ
ロ
を
贈
る
事
業
の
実
施
は
可

能
か
。

　

町
長

　

物
価
高
騰
が
大
学
生
の
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
町
産
米
を
大

学
生
等
に
10
キ
ロ
贈
る
案
は
意
義

深
い
が
、
現
在
国
が
米
価
対
策
を

進
め
て
お
り
、
備
蓄
米
の
放
出
に

よ
る
価
格
安
定
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
町
と
し
て
は
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

問答


